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二学期制の特長を踏まえた題材配列の設定

家族の大切さを感じ，自己の成長を実感さ

せるストーリー展開の設定

「できなかったことができるようになっ

た。J r自ら工夫を見出せるようになった。」

「もっとできそうだ。」を感じられるストー

リー展開を設定する。

家庭生活に生かすことを意識した具体的な

視点の設定と図表やグラフの活用

-昨年度研究の「科学的栂拠に基づいた視点J

f心理面に関する視点J r見た目に関する視

点」を，追求活動において活用していく 。

根拠に基づいた理解や実感を伴う学習内容及び学習

活動の設定

・これまでの「へえ。」を， 実感を伴った「なるほ

ど。」に変える体験活動を設定する。
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I 研究の目的

い 研究の背景

今回の学習指導要領の改訂では，少子高齢化が進み家庭の機能が十分に果たされ

なくなりつつあるという社会的背景に基づいて，衣食住などの生活の営みの大切さ

に気付くことや，生活をよりよくしようと工夫する能力と実践的な態度の育成が重

視されている。そのためには，実験 ・実習等を通して課題を解決する学習活動や，

図表やグラフなどを用いて根拠を基に話し合う活動の充実が大切である。 これらの

学習活動を充実させることで I生活を工夫する力Jを身に付けるとともに，自分の

家庭生活に応じて学習したことを生かす実践的な態度を身に付けることができる。

また，自分が家庭生活において工夫し実践できることを実感できると，改めて家族

の工夫のよさに気付いたり，さらに家庭で生かしていきたいという思いが生まれた

りする。昨年度の研究において，家庭科における言語活動を心理面や見た目，科学

的根拠に基づいた視点で充実させることで，客観的な視点を基に，話合いを行うこ

とができるという成果が得られた。 さらに， I生活を工夫する力J(=家庭科におけ

る思考力 ・判断力 ・表現力)が高まることで，関心 ・意欲 ・態度にも高まりが見ら

れた。一方で，知識 ・理解 ・技能についても充実した目指す子ども像を明らかにし

て調和のとれた力を培う必要があるといフ課題も生まれた。

本校でも，家族が互いに多忙であり，家族と関わる時間や団鑓の時間が不足した

り，家庭における手伝いの経験はあるが，継続的に家庭での“役割"として果たす

自分の仕事は少なかったりしているという実態がある。 このことから ，自分の生活

が家族によって支えられていることを実感したり，自分が家族の一員と して家庭生

活をよりよくしたいと考えたりする機会をもっ必要があると考える。

|2 研究の方向

本年度は，これまでの研究の成果と課題，社会的背景や児童の実態を踏まえ， 目

指す子ども像を設定し，目指す子ども像を具現化するためのカリキュラム創造の視

点を明確にしていく 。

子どもたちが生活する上で，精神的にも身体的にも基盤となるのが家庭生活であ

る。家庭生活の中には，家族の一員と して担 うべき様々な営みがある。また，それ

らは，生きている限り続く営みである。 これから生きていく中で，自分の生活から

問題に気付き，課題に応じてよりよい方法を見付け出していく力が必要であり，学

習後も継続できるものでなければならない。そのためには，自分を見つめ，家庭に

おいて自己の成長を実感させることが有効である。そうすることで，これまででき

なかったことができるようになった有能感， 自分主体で解決できた自己決定感など

を味わうことができ，家庭生活を家族の一員として支えていこうとする意欲や姿に

つながるからである。

そこで，本年度の研究テーマを次のように設定し，研究を進めていくこととした。

家庭生活を工夫し続ける子どもの育成

~自己の成長を実感する家庭科カリキュラムの創造~
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E 研究内容

!1 家庭生活を工夫し続ける子どもとは

家庭生活を工夫し続ける子どもとは，家庭科の

学習時間において 3つの力を駆使して家庭生活

の中から問題点に気付き，その問題から課題を設

定し，課題に応じてよりよい方法を工夫し，実践

し続ける子どものことである。

子どもは，学習を通して，自分の家庭生活の中

にある課題に対する工夫の仕方を学ぶ。その工夫

の仕方を学ぶことによってできるようになった 【図 1 目指す子ども像】

自分の成長に気付き ，学んだことを自分の家庭で生かしたいという意欲をもつこと

になる。このように，学習を通して「できるようになった自分JI自分の課題に対し

て，様々な工夫ができるようになった自分」などに気付かせ，自己の成長を実感さ

せることが， 学習後も家庭生活を工夫 し続ける子どもの姿へとつながるのである。

そのためには，これまでのカ リキュラムを工夫 ・改善し，自己の成長を実感する

ためのカリキュラムを創造することが必要である。 しかし，

家庭生活が多様化している現在，各家庭における問題は，各家庭によ って様々で

ある。家族構成，家族の生活スタイル，家の設計，家庭にある道具などを考慮、しな

ければならない。そこで，子どもが自分の家庭生活へ応用できるような学習展開の工

夫が必要である。具体的には，基本となることを共通の学習課題として学び合い，

身に付けたことを自分の家庭生活に置き 換えて考え，実践できるような学習の流れ

を工夫したい。

次に，自 己の成長を実感するためには，家庭生活の機能を理解したり家族の大切

さを実感したりする必要がある。そこで，めざす力(表 1)の調和を考えたカリキ

ュラム創造をする必要がある。具体的には，家庭生活における“なりたい自分"像

を描き，成長した自分 ・高まった自分を実感することで，更に関心・ 意欲が高まっ

ていく 。また，課題解決の過程や自分で調べたことの結果を観点に基づいて関連付

けたり ，条件をそろえて比較したりするなどして，よりよい工夫を見つける「生活

を工夫する力Jも必要である。 さらに，自ら設定した課題を追求し工夫する中で，

家庭生活の営みに関する知識や技能のよさを実感し，定着できるようにすることが

大事である。

このような活動に，工夫した理由や工夫を選択した理由，また，友達の工夫との

比較など，様々な活動において言語活動を取り入れ 互いの工夫の仕方について学

び合えるようにすることで，それぞれの学力が強固なものになると考える。

【表 1 学力の観点ごとに置き換えた子ども像】
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学力の観点 子ども像

関心・ 意欲 ・態度 家庭生活において自分の役割をもち，家族の一員 として家庭生
活をよりよく しようとする子ども

「生活を工夫する力J
友達との学び合いの中で，互いの考えを基に，目的に応じた方

法を見出すことができる子ども

知識 ・理解 ・技能 家庭生活の営みについて理解し，事象についての原因や背景が
分かる子ども
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(2 自己の成長を実感する家庭科カリキュラム創造の基本的な考え方

自己の成長を実感するとは，これまでできなかったことができるようになったこ

と，家族の一員として役割を担うことができるようになったこと，家庭生活を自ら

工夫できる ようになったことを実感することである。 自己の成長を実感できるよう

にするために，以下の 4点をカリキュラム創造の視点とする。
[実態]
・3つのカを絡めて育
成する必要がある 。
-家庭生活における
“役割"を果たしてい
ない

ス トーvー展開の活用

「生活を工夫する力」を発揮する よさを実感させる場面の明確化

根拠に基づいたv体験活動の充実 言語活動の充実

【図 2 カリキュラム創造の視点の関係付け】

( 1 )ストーリー展開の活用

自己の成長を実感したり家族の大切さを実感したりするために，カリキュ

ラムの中でストーリー展開をさせ 2年後の自分の姿を想定させて子どもの

意識を高めていく 。子どもには学習前の自分や学習後の自分についても考え

させるようにする。その際 5年生の学習開始時に家庭科のオリエンテーシ

ョンとなる題材を設定し 2年間の見通しをもたせるようにする。また，本

校で実施している 二学期制において，前期，後期の学習と ，夏季休業や冬季

休業などを活用して，家庭生活で生かせるように学びの連続性を考慮して題

材を配列していくようにする。

( 2 ) r生活を工夫する力」を発揮するよさを実感させる場面の明確化

生活を工夫するよさには rある目的に対して，生活を工夫する方法は多様

にあること Jや， ["それぞれの工夫の仕方に自分の家庭に合ったよさ j など

がある。それらに気付かせるために，問題解決的学習の中で自己の成長を実

感できる活動を導入する。特に，習得 ・活用の場面においては，自己の成長

を実感できるように重点化する。

( 3 )根拠に基づいた体験活動の充実

実感を伴った学びができるようにするために，家庭生活と関連付けながら ，

根拠に基づいた体験活動の充実を図る。物作りや実習だけではなく，調べ学

習における実験や家庭での実践なども重視する。そうすることで，単に知識

や技能を習得するだけでなく，なぜその仕方がよいのかを納得して習得する

ことができる。そのために，各体験活動において，どのようなよさがあるの

かを見つけさせたり，考えた工夫のよさを確かめるために体験したりするな

ど，科学的な根拠が明確になるような体験活動を取り入れていくようにする。

( 4 )言語活動の充実

課題を解決する場や自分で工夫の仕方を見つける場，工夫したことを学級

全体で話し合う場において，言語活動を充実 させてし、く 。具体的には，①「ど

こをJ["どのように」工夫することができたか， ②目的に応じた工夫であるか

など，自分やグノレープで分析することができるようにするために，視点を明ら

かに し， 言語活動を充実させていく 。
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(3 自己の成長を実感する家庭科カリキユラムの全体構想

【表 2 自己の成長を実感する家庭科カリキュラムの全体構想】

幼稚園 1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 その後

経験家庭生活 生活科 ---J-- 家庭科 家庭生活

-身の回りを と 自己を見
整え，規則正 ・守分ででき つめ，自己
しい生活をす る」と は自 分 ・家庭生活の営みに関することで，自 のど の向上を図
る。 でやる I ，，-___ ___ .Jr-_ ""7 __ かの るととも
・自分がや ら -自分でやろー 分でできる」とを見つけ，実践する。 か領 に，個性を

自身 なければなら ;と決Zた長 → 自分でできることを増やし，継わ域 附して充
ない勉強や仕 くlLりJげ 続的に行っていく o りの 実した生き
事は，しっか る 」 子品方を追求す
りと行う 。 。 る。

を習 ・多くの
見に人々の善意

他の ・生活を支え ・家庭生活において自分に関わることつお や支えによ
人と ・日頃世話に ている 人々 や も家族に大いにしてもらっていること めい り，日々の

ストー の かなっている高齢者に， 尊 γ気が付 く るて 生活や現在
リー展 人々に感謝す敬と感謝の気 」 。 の自分があ
聞 かわ る。 持ちをもって → 自分が家族のためにできること 場も ることに感

り 接する。 はやってあげようとする。 を、 謝し，それ
設面 にこたえ
定 る。

-働くことの ・{動くととの 家族 のー ロ として して もら て い 己
よさを感じ大切さを知 貝 ， っ すの ・父 母 祖

集団 て，みんなの り，進んでみ た自分から家庭生活の役割を担う自分る成 父母に敬愛
や中上 ために働く 。 んなのために になる。 。長 の念を深
会と ・父母，祖父 働く。 →自分の家庭は 地域の中で支え 」 め，家族の

母を敬愛し， ・父母， 祖父 ' 一員として
のか 進んで家の手 母を敬愛し， 合ったり影響し合ったりして生活 や の自覚をも
かわ 伝いなどをし 家族みんなで していることに気付き，地域の一 「 って充実し
り て，家族の役 協力し合って 人として自分にできることをしょ 家 た家庭生活

に立つ喜びを楽しい家庭を とす る 族 を築く 。
知る。 つくる。 つ 。

2年間を見通したストーリー的な題材配列(家庭科)

学校行事

集 団 宿 泊 学 自然教室:家族のあ:修学旅行:家族のあ

習家族のあ りがたさ，食事作り:りがたさ，お金の使
りがたさ など :い方など

もりもりタイム

教育活 身近なこ と・できること 家庭科の知識を生かして，生活に役立つ発展
動との 的な内容
関連付 その他

け 朝・帰りの会 ・学級活動(教師の話，一分間スピーチ，話合い)，日記，

連絡||長， 家庭との連携

~ /; 調理クフブ ・手芸クフブ

~ 1/ ://ハッピーフンチタイム委員会 ・健康一番委員

「生活 ' ・問題解決的学習|探究|・問題の意識化→課題

を工夫 : 設定→追求活動(習得 ・活用)→課題解決→

する ! 生活化(活用)→家庭生活での実践(活用)

カ」発 →問題の意識化→ ・・
閉場面 1 ・クソレーフ。活動の重視@比較，類推，置き換え

恨拠に ; 実習 ，製作，実験，観察，実践など
基づい 一一一ー一一ー一-，-一一一ー
た体験 条件統制による実験，結果を比較するための

活動 図表 ・グラフ，機器を活用した数値測定など

言語活動 結果となる視点，要因 となる視点の明確化

・家の .0 γOができるよ い: 家庭、生活でできること ・なりた

人と -自分のこと フドなりたし、0 ・が増えてきた。 い自分 へ
子ども は自分ででき 聞惨 家族のために (家族の
の思い 立 るようになろ {家族のため ~;:. ， 一員として ) 自分の役 もっきと近た

ょう わたしがやってあ 割をもち ，責任を果たそ :
げたい。 う。
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カリキュラムの全体を構想する上では，子どもの思いが家庭生活において変わっ

ていくことを想定しながらカリキュラムを組む必要がある。 自分の家庭生活におい

て家族の一員として役割を担っていることを実感させることが重要である。

( 1 )ストーリー展開の活用

5年生の家庭科学習開始時に，ガイダンス的な内容を設定するとともに，

2年間の学習を見通し 2年後の“なりたい自分像"を想定する。その際，

知識や技能だけでなく I自己の成長j 及び「家庭生活j について成長に気

付くことができるよ うに，重点的に取り上げる。なお，学習指導要領内容

A (1) I自己の成長」に関しては，家庭科授業における全領域と関連させ

て扱う 。家庭科学習前には支えてもらっていた自分が，家庭科の学習を通

して自分も家族のために役に立っていることを実感し，これまで以上に家

庭生活に目を向け，もっと自分の家庭生活をよりよくしたいという思いに

つながるようなス トーリーを教師側が想定するとと もに，子どもたちも“な

りたい自分像"に向かつてストーリーを展開していけるようにする。

( 2) r生活を工夫する力Jを発揮する場面の明確化

|問題の意識化→課題設定→追求活動→課題解決→生活化→家庭生活におけ|

匡過とい う一連の過程を繰り返すことを探究とおき，その中に追求活動場

面において「生活を工夫する力」を培うように重点化する。

追求していく際に自ら 「生活を工夫する力」を使って工夫の仕方を見つけ

たり，全体の場で互いの工夫を「生活を工夫する力」を使って検討したりす

る。また，とれまでの生活経験や学習において習得した「生活を工夫する力」

を，本題材において活用することができる。「追求活動」で培った「生活を工

夫する力」は I生活化」及び「家庭生活における実践」で活用される。特に，

「家庭生活における実践」場面では，学校で学んだことを家庭生活でどのよ

うに活用するのか，家庭で実践できる ようにするために，習得したことを自

分の家族や家庭生活に置き換えて実践できようにする。「生活を工夫する力」

が，各過程の「活用J場面でどのように発揮されるか，題材構成の段階で明

確にする必要がある。

( 3 )根拠に基づいた体験活動の充実

これまでの既習事項をふまえ，実習，製作，実験，観察，実践などの活動

を設定する。その際，より実感を伴った学びができるようにするために，条

件統制による実験や，結果を比較するための図表 ・グラフ活用，機器を活用

した目に見えないものの数値測定などを取り入れる。例えば， 室内の時間的な

湿度の変化をグラフで表して分析する活動などが考えられる。

( 4 )言語活動の充実

言語活動の充実を図るために Iより 効率的である JI見た目がよしリといっ

た工夫の仕方のよさを追求することに関する視点と I時間JI場所」といった

工夫する場における条件を踏まえて追求することに関する視点などを取り入れ

ていく 。

q
u
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[4 家庭生活において自己の成長を実感する家庭科カリキユラムの具体化

( 1 )題材配列の具体化

学習指導要領改訂や学期制改訂に伴い，カリキュラム創造の視点に基づい

て，第 5学年の学習 は以下のような題材配列が適当であると考えた。

<旧題材配列 > <新題材配列 >

学
期

子'I-

期

点子三t与

期

題材名 H寺数 題材名 H寺数 題材『はじめまして家庭科J
はじめまして家庭科 22 はじめまして家庭科 ① q 22 [ 1/41 
家族の一人として I

2 「共 ト
家庭 科 に つなが

~家族の役割~ 小物作 りにチャレンジ 6 
るこれまでの学習

わたしも調理名人 I

寸 や，家庭生活におい
~なぜ食べるの~ 12 日1) 気持ちよく

~ゆでて食べよ う~ 期 生活しよう I て自分でできるこ
円1) ~すっきりぴかぴか

6 となどについて振

気持ちよく
半 大作戦~ り返る。

生活しよう I
7 ② わたしも [ 2/41 

~すっきりぴかぴか 調理名人 I
6 家庭科で学習す

大 作戦~ ~なぜ食べ るの~ ることについて知
~ゆでて食べよう~ ったり家庭科室を

夏季休業 夏季休業

円リ
探検したりする。

小物作りに 期 わたしも調理名人 I
6 6 

[ 3/41 
チャレンジ

7 
後 ~ゆでて食べ よう~ 自 分 の 家 庭生活
半 を振り返り，問題点

わたしも調理名人 E やもっと改善した
~いためて 9 秋季休業 いことに つい て話
食べよう~

し合ったり視点に
わたしも調理名人 E

24 
~いためて食べよう~

9 気付いたりする。

生活に役立つ物を [4/41 
気持ちよく 後 作ろう I 2 これから 2年間

生活しよう H
8 

期 ~ミシンってすごい~ 16 でどのようなこと
~寒い時期の 前

を学習していきた快適な住まい方~ 半 ③ 気持ちよく

生活しよう E
5 いか，また， どのよ

~寒い時期 の うなことを 目指し
快適な住まい方~

冬季休業 冬季休業 ていきたいか話し

気持ちよく 合う 。
生活に役立つ物を 生活しよう H

2 
作ろう I ~寒い時期の

~ミシンって 13 後 快適な住まい方~

す ごい~ 期
14 生活に役立つ物を 16 

~古着の大変身~ 後
作ろう I 12 半

~古着の大変身~

できるように
1 

できるように
④ 2 

なったこと なったこと

① これまで，家庭科学習導入時に当たる 5年生の 4月に 「はじめまして家庭

科」の時間を 1時間としていたが，家庭生活における自分の役割や 4年生ま

での学習で家庭に生かせることを十分に振り返る活動が必要である。また，

卒業までの 2年間の学習を通してできるようになりたいことや，どのような

ス トーリー展開で学習を進めていきたし、かということ等，見通しをもたせる

必要がある。そのために，これまでの 1時間を 4時間に増やしている。

② 二学期制の導入に伴い， 学期の途中に夏季休業が含まれる。敢えて，題材

の途中に夏季休業を位置づけ，家庭において学習中の内容を実践さ せたり夏

季休業後の学習で実感を伴った学びができるようにさせたりする。

③ ②と同様である。また，こ の題材は，子ど もの意欲が他領域に比べて高ま

114 
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りにくい「住 Jの 領 域 で あ り ，問題意識を十 分にもたせる必要がある。そこ

で，冬季休業を題材の途中に位置 づ けることで，学習中の内容について自分

の 家庭生活ではどのような課題を設定できるのか， 意識 し て 振 り 返 らせる機

会を与えることができると考える 。

④ これまで 1時 間 で 5年 生 に 学習したことを振り返らせていた。 しかし， 導

入 時 の 「 はじめまして家庭科」で設定したストーリーゃなりたい自分像，目

標などを振り返ったり i4年生までの自分と比べ て 家族のためにどの ような

ことができるようになったかJ という自分の成長を実感したりする活動を重

視 す る 必 要がある 。そ のために，これまでの 1時間を 2時間に増やしている 。

( 2 )家庭生活 において自己の成長を実感できるストーリー展開の具体化

2年 間 の家庭科 学 習の 中で自己の 成長 を実 感できるようにするためには，な

りたい自分への意識の高まりをストーリーとして想定し，これまでの自分や今

の 自分 ，さ らに ，これか らな りたい自分を明確にできる場を設定する必要があ

る 。そ のーっとして，評価の工夫が挙げられる。特に自己評価を継続すること

により，より自己の成長を実感することができると考えられる 。 また，そのた

めの働きかけとして，家族や教師など他 者からの評価 も重要である。

【表 3 2年間を通じた子どもの意識の高まり】
「ーーー

主な活動と意識の両まり 想定される子どもの姿例

これまでの自分を振り返る。 時々お手伝いをすることがあるよ。
-できていること ・手伝い ・や 家のことはお母さんがやってくれているよ。
ってもらっていること ・これか 家庭科で料理を作ってみたいなあ。
ら学習したいこと など

家庭科での学習について知る。 料理や裁縫だけでなく，家庭科ではいろいろな学習がある
-裁縫 ・調理 ・掃除 ・住居 など のだなあ。
家庭でできるようになりたいこ 自分の部屋をきれいにしたいなあ。
とを考える。 習い事に行くために使うバッグを自分で作りたいなあ。
家族のためにできるようになり 休みの日の朝ご飯を作ってあげたいなあ。

1¥ 
たいことを考える。 リビングで使えるク ッシ ョンを作ってあげたいなあ。
家庭での問題点に目を向けられ おじいちゃんの部屋は日当たりがいいけど，空気の入れ換
るようになる。 えが難しいなあ。

平日はほとんど，家族全員そろってご飯を食べる時間がな 繰
いなあ。

家庭に応じた課題を設定するこ 大きな窓がなくても効率よく換気ができる方法を調べたい。
とができるようになる。 時間をかけずに栄養のある朝ご飯を作る方法を知りたい 返

学校で解決 したことを基に，家庭 わたしの家では向かい合った窓が無いけど，縦長の窓を一 さ

で実践することができるように つ開ければ，空気の入り口と出口になりそうだ。やってみよう。 れ
なる o る
家庭で実践することにより ，でき 学校で学習したことを基にして， 自分の家でもできた。 。

た喜びを味わう 。
家族に袋められることにより ，認 お父さんがこんなに喜んでくれるとは思わなかった。嬉し
められた喜びを味わう 。 いなあ。

自分が家族の一員と して役割を これまでやってもらっていたことだけど，今では自分が家
担っている喜びを味わう 。 族のためにやっている。わたしが作った朝ご飯を食べて，お

兄ちゃんは部活に行くよ。
さらに家庭生活に生かせる学び 家族のためにもっとやってあげたい。他にできることはな
への意欲が高まるロ いかな。

'---? 家庭生活の営みへの関心が両まる。 家の中にはいろいろな仕事があるのだなあ。

また ，これ らの意識の高ま りが繰り返されなが ら，自己の成長 を 実 感 してい

くと考えられる。

FLD
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研究の実際

実践の立場 | 
衣生活関連学習において，自己の成長を実感することできるために 3つの力が

絡まり合って高まる子どもの姿を想定し，学習内容を設定して授業実践を行う 。そ

して，想定や設定の仕方がよかったのかを，以下のような視点や方法，指導計画で

子どもの姿から見取り，検証していく 。

( 1 )実践の視点

自己の成長を実感できる子どもの姿の想定

目標分析 3つの力が絡まり合って高まる子どもの姿の設定

スト ーリー展開の活用

自己の成長を実感できる学習内容の設定

教材分析，これまでの研究や授業からの子どもの見方，考え方の把握

「生活を工夫する力」を発揮する場面の明確化， 根拠に基づいた体験

活動の充実，言語活動の充実

自己の成長を実感する家庭科年間指導計画(第 5学年・第 6学年)

題
材

ス
ト
ー
リ
ー
展
開
の
活
用

ア

と

中間報告。 1年間で
成長した自分。なりた
い自分にどれだけ近

づき，何が足りないか
自己を見つめる 。

古

着

の

大

変

身

寒
い
時
期
の

快
適
な
住
ま
い
方

「自分の成長と家族」について

すミ

'-ノ

いン
っ
て

工夫次

第で速く

きれいに
縫える喜
び。

妙
め
て

食
べ
よ
う

za 
レ作
ンり
ジに

なりたい自分を
定し ，自分の目標を
立てる 。

新たな領減に挑戦
する喜び。

は
じ
め
ま
し
て

家
庭
科

イ

E 

~ 

(

思

成

の

な

振

携
る
で
で
」
を

連

わ

間

庭

子

己

の

つ

年

家

篠

自

)

と
ま

1
「
の

庭

に

'
た

子

ら

る

家
着
出
し
が
か
返

古

い

長

我

ど

り

タ
ピ
ム
携
謝
や

り
ツ
イ
連
感
力

も
ハ
タ
と
の
努
る

り
「
チ
」
へ
の
知

も
」
ン
会
食
人
を

「
ム
ラ
員

'
る
夫

イ

一

委

し

作

工

-朝の活動「もりもり
タイムJで食べ物の旬
について扱い，学習内
容と関連付ける 。

-自然教室での自炊活
動。

学習したこ
とを基に ，家

庭に応じた整
理整頓及び清

掃ができるよ
うにする 。

身近な布
製品に目を
向ける 。手

作りのよさ

を実感する

2年間
の学習の

見通しを
もっ 。

問題の意識化→課題設定→追求活動→課題解決→生活化→家庭生活での実践→問題の意識化・.

通年を通して行う 。

挨，ダニの視

覚化を図り ，人
体に及|ます影

響を図表・グラ

フで示す。

ー目よく」
「使いやすく」
「丈夫にJなど，
目的の整理

n
h
u
 

可

E
A

唱

E
A

室内の空気の
流れを視覚的に

とらえられるよ
う，煙を用いて換

気の実験をする。

見た目や歯ごたえ ，彩
りなど自分の好みに応じ

て:妙め方を工夫するため
に，加熱時間や切り方等

を比較する実験をする 。

実習・製作・実験・観察・実践など，

長時間ゆでると ，野菜

にふくまれるビタミン
が水 lこ溶け出してしま

うということを，ヨウ素

液を用いて実験する 。

結果となる視点，その要因と

なる視点を明確にする 。「布端

の見た目をきれいにしたい。」

→「中表Jr縫い糸の色Jr縫う

部分に応じた縫い方」

気持ちがい
いJrすっきり

するJなど，心
理的なよさに
気付かせる 。

「見た
くJr使いやす
くJr丈夫にJ
など視点の明
確化

ふり
返りカ
ードへ

の記入

言語活動
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( 2 )実践の評価
カリキュラム創造の観点 授業における目指す子 どもの姿 評価方法

O 今まで家族自にしてもらったことを，自分がしてあげられるようにな 自分の成長の喜びゃ

子己自
ったという 分の成長に気付く作姿っ 家族への思いが表れて

「小 さい頃げにお母さんがバッグを てく れたな。今度はお母さんに作

い意i発るいる製か評欲言を作，価実やが計ま践高ノ画たましを， それらの

とJの つであ ょう。 J 思 ょうとい
も成

ストーリー
う っている

却加のの委感フ長主で宅

展開 O 家族ちのために生活に役立つ物をを工生夫かして 作ろおう兄とちすゃるん姿の か 立て述る際 年
「お兄 ゃんが着られなくなった服 して， ためにク の ト記に 間1
ッションを作 ってあげよう 。」 よ を

O 古着うを再利用姿することの経済面 ・環境面におけるよさを考え，実践 生活の中から課題を 通

定き しよ とする 見出すことができてい
し

る 「今まではゴミ として捨てていたけれど，工夫すればまた使えるように るか，述発に言 ・る行評動価， ノー
て
自

なるんだな。」 ト記 よ
分

「生活を O どのようにしたら察，自分が作りたい物連をイメージ通りに作れるか製， 製作計画や;や制技作術中をに生
の

工夫する 知っていることや観 したこと等を関 付けたり，比較したりして

自分そる行評のう動価知とJ 識

成

力Jを発侮 作しよなうとする姿 か しているか発 長
自 させる場面 「手縫縫い ら本返し縫いが丈夫だったけれど，ミシンを使えばより丈夫 言 ノート記述に を
己 の明確化 にえる。j よ 実

学の
O 学す校をで利姿学用んすだことをもとに家庭でも生活の課題を見つけ解決しょ 学んだことやを生，根拠を

感

習成 て'

根基づ拠しに
うとる もって製と 作 活で生 き

内長 、た
「古着 再 るこやと拠か友は見を直経達明済のらし製的てか作だみにのしすよ環様るう境子Bこjかにどもいいから a 家の古着で再

かそう している感発家想言庭 る
容を 体験活動 利用自できる作物がない やノー評践ト記価や述家，また ノ
の実 の O 分が製する際根 ら，縫うるょ部姿う分。や使う目的に での実 族の
設感 充実 応じて使いける ができ による 卜

定で 「丈夫なバッ分グにしたし、から持ち手は返し縫いをし J 。コ
き O 製作活計動において，「 f好全みj「「見た目のよさ;がJr長持ち」 とい った視を 製作の場面における

活

る 言語活動 点から 画を立てす， 安 」 効率的」姿持「無駄 ない」といった視点、 r~ のために...する述」と， 
用

の 明らかにして製作 ることがで る い践う発言やノー ト記
充実 「トレーナーのそでの部分は，バッきグの ち手に使うと，無駄なく再利用 実 による評価

できるよ 。」

で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と

家

族

に

お

く

る
わ
た
し
の

お

す

す

め

メ

ニ
ュ
ー

家
族
へ
の

お
く
り
も
の

ご
飯
と
み
そ
汁

地
減
の

一
人
と
し
て

衣
服
の

手
入
れ

家
族
の

一
人
と
し
て

題

材

最終報告。2年間で成長

した自分。家庭における役

割の自覚や家族への感謝。

へ
気
伝

族
の
を

家

謝

ち

る

感

持

え

「もりもりヲイ

ムJrハッピーラン

チヲイム委員会J

と連携し 1 食への

感謝，作る人の努

力や工夫を知る。

-修学旅行を通して，家族のあり

がたさを感じたり ，金銭の計画的

な使い方や適切な物の購入を実践

したりする 。

-朝の活動「もりもり 9イム」で

食べ物の旬について ，栄養面や経

済面のよさを知る 。

近隣の人々

とのかかわり

に気付き ，自分

ができること

える

地域の行事への

参加 ，近隣の人々

との交流を通し

て1 楽しさや助け

合う心の温かさを

知る。

自分の生活を見直

す 。家 族のために役立

つことを進んでする 。

自分 でできるよう

に な っ たボタン付け

や汚れた靴下の洗濯

など，家 庭 生 活 で も 実

践する 。

ス
ト
ー
リ
ー
展
開
の
活
用

生活を工
夫する力

問題の意 識 化 → 課 題 設 定 → 追 求 活 動→課題解決→生活化→家庭生活での実践→問題の意識・.

通年を通して行う 。

水温と洗剤の溶け方

の関 係性を図表・グラフ

で示す 。漂白剤の種類と

布地の材質とを対応さ

せて漂白実験をする 。

家族の健康を考

えた献立を作成で

きたか五大栄養素

を用いて図表で確

認する 。

だしの有

無による風

味や栄養の

変化を図表

で表す 。

実習・製作・実験・観察・実践など，

日差しを遮ることに

よる温度の変化をグラ

フで示 す 。 箱の中に線

香の煙を充満させ ， 通

風・換 気 の 実 験 を 行 う 。

根拠に

基づいた

体験活動

心理面(r気持ちいいJr好みJ)や見た目 (r見た

目がいい J) に関する視点 ，また科学的根拠 (r役立

つ Jr長持ち Jr安全Jr無駄がないJ) を基にした視

点で ， 分 かっ たこ とを 整理 する 。

巧
，

a

言語活動

「衛生的Jr無駄がない」

「効率的」といった科学

的根拠に基づいた視点で課

題を明らかにさせる 。



生活を工夫す

実践の立場

衣生活関連学習 において，学んだことを具体的に表し，

るために活用する力を育てる。

イ 衣生活の大切さを実感し，日常生活には役立つ布製品があることに気

付かせ I家庭で、役立つ物を作ってみよう 。」という 心情を育てる。

ウ 衣に関する 学習内容についてより深く理解したり，思考力を深めたり

することのできる活動を行う o

題材「生活に役立つ物を作ろう 1-古着の大変身-J における題材の目標

家一10
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( 2 ) 
関心 ・意欲 ・態度 生活を工夫するカ 知識 ・理解 ・技能

日常の衣生活の問題点から ， 作りたい物に応じて，古着のどこをどの 古着がごみとして捨てられる実態に
古着を再利用するよさや手縫い ように利用するか，どのような縫い方をす 気付き， 布端や糸端の始末，ミ シンの
やミシン縫いのよさを生かして ればよし、かをこれまでの学習や生活経験 安全な取り扱い方に配慮して，製作順
生活に役立つ物を作ることに関 をもとに考えたり，製作順序や必要な材料 序や必要な材料を明らかにして製作す
心をもつことができる。 を工夫したりすることができる。 ることができる。

「生活に役立つ物を作ろう 1-古着の大変身-J における授業実践

E二コ手立て 口 口 口 3つの力が高まっている子どもの姿

具体的な活動と子どもの姿

捨てるのはもっ
たいない。 どうに
かできないかな。

( r生活を工夫する力」の発揮)
し :: 0 日常生活 をふり返り ，よりよく生活するため

、「|:i に必要な物 を考えるための話合い
フで1'，

思 き
い る
がよ
高う
ま に
るな

り
た

主J:

-

会」

一

υ付

一二
、

一壬口
気

り

二ι

一例

の

わ

=一

-開

へ

か

弓

-
展

長

か

-F

一
一
成
の

-、

十
リ

の

と

一
使
た
日

一
分
族

一
に
い
日

卜

自

家

一
際
て
制

-
ス

一
実

し

着

一
，，Egg--

、O
O
一-

用
古

自
分
の
生
活
を
ふ
り
返
る

家では 古 い

タオノレを雑 巾

にしていたな。

( 3 ) 題材

(導入〉

学習函「 主な活動
一一--，1 1 古着や古

着のよさに
ついて話す。

，カ リキュラム創造の視点

み
つ
め
る イ スに座 ると

き座布団がある

と便利だ。 古着

を使って作れな

いかな。ミシンも

できるようにな

ったから作りた

いな。

2 学校生活
で役 立 つ 物
について話

し合う 。
っ
か
む

( r生活を工夫する力Jの発揮)
O 小物作 りの学習における 「使い

やすさ JI見た目のよさ JI丈夫さ」

といった視 点や生活経験 による 1

知識をもとにした調べ活動

クッションを 作る手 11闘が
載っているよ。これを生かせ
ないかな。

友達と 一 緒

に作り方を 調

べよう 。00先
生に使っても

らえるように

がんばるぞ。

3 作りたい
物ごとにグ
ループに分
かれ，製作手

順 などを話
し合う 。

日
間
一]

「
よ
り
よ
く
し
た

い
」
思
い
が
高
ま
る

具体的な活動と子どもの姿

(体験活動〉

。O ミシンを使った製作活動
ミシンを 上

手に使えるよ

うになったか

ら，きれいに縫

えるね。

動
一
日

活
一
を

-
E

‘r
-
as什
E
B

千九、一
制
衣

〉
一
主

一

開

一

一4

寝画
追
求
す
る

同じ物を作る子どもでのグノレー
プ編成による教え合いの場の設定

「

， 

( r生活を工夫する力jの発揮〉
O 使いやすさ ・見た目のよさ ・丈夫さの追求

O これまでの学習を生かした製作

O 手順や縫い方の根拠の明確化

設定したテーマを
ふりかえり，追求の視
点を確認させる 。

口
nu

t
E
A
 

唱
'
ム

まっすぐは

縫えたけど布

はしの見た目

が悪いね。もっ

と見た 目 をよ

くしたいな。

5 観察した
り使ったり
などして ，視
点をもとに
課題を見つ
ける 。
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(体験活動

ro 試し作りの ;

作品の目的に '

応じた使用に

ついての確認

で よ
きり
たよ
とく
とす
にる
よた
るめ
製の

作方

磁を!~ (1生長 王夫する力Jの発揮)
の 扇1，0 課題追求による根拠が明

高ら !: らかになった解決策
。、プl'“
り f~ ! 言語活動〉

o 根拠に基づいた分かりやすい発表 : 

O 自分の製作に生かすための情報の収集 : 

巾着袋は，丈夫にするために，
ひもを通す部分を返し縫いする
と，ほどけないね。

使いやすい
腕カバーにす
るには，どうし
たらいいかな。

縫ってから

ひっくり返す

と縫い 目がき

れいになって

いるね。本で調

べたら ，こうい

う縫し、方は「 中

表」って言うら

しいよ。

6 課 題を追
求する。

追
求
す
る

丈夫 にする

ためには返し

縫いをしたら

いいんだね。使

いやすい大き

さも大切だ。

7 分かった
ことをまと
め，情報交換

をし合う 。

バッグの持
ち手 に平テー
プを使うと持
ちやすいし，丈
夫になるぞ。

ストーリー展開の活用)

O 家族の役に立ったという満

足感・達成感

O できるようになった自分へ

の気付き

具体的な活動と子どもの姿

作 | ド (ス トー リー展開の活用)

で 町:，0 家庭生活で役立つ物 l
き叫 1，
たの 1: を作ろ うという意欲 ; 

と目|い O 使 う人のことを考え l
r的1: たアイディアスケッチ
つに|
円 ぷ'-1・
長引ij(体験活動)

やた 1:'0 計画に沿っ

達物|;i た製作活動
成を 1::_ーーーーーーー

感製

あ
げ家

た族
いの
とた
いめ
つに
思L 白
い 分
のが
芽や
生 つ
えて

rooのために，
という 工夫をす

るJという根拠を明
らかにするための
視点を確認する。

家 族 の 役
に立つって
うれしいな。
他にも何か
で、きること
はないかな。

できるようになった自分，
家族の一員として役立った
自分に気付き，自信をもつこ
とができるように，家族から
の感想、を紹介する。

試し作りの

結果を生かし

て，もっと上手

に作りたいな。

今度はおばあ

ちゃんのため

に座布団を作

ってあげよう 。

〈終末〉

学習過程| 主な活動
8 家庭生活

で役立つ 物

について考
えアイディ
アスケッ チ
をする。

追
求
す
る

試し作りで

はうまく い か

なかった中表

がしっかりで

きたぞ。

喜んでもら

えてよかった。

次はお父さん

にも 作 っ て あ

げよう。

使

つ

出

後

ど

生

く

で
ら
を
今
に
に
い
け

庭

も

想

い
，
活

う

て

い

家

て

感

合

生

よ

し

話

っ
た
し
の
の
か
か

日
山
日
引

製作をするo10 

(4 ) 実践の考察

試し作りの結果を 「表から縫うと，縫い目が見えて見た目が悪し 1から "''''oJ

「縫い始めがほどけてきた。手縫いなら玉止めをするけど ..•• • 0 Jなど，体験し

たことを具体的な言語で説明させることで，課題がより明確になり 1使いやす

くJ1丈夫にJ1見た目よく」するために何を解決すればよいかという見通しを

もつことができていた。また，追求した結果を図示させたり ，実物を見せたり

させると 1こうすれば丈夫にもなるし，見た目もよくなるから，ぼくは .."0 J 

など，結果を関連付けて製作に生かす姿が見られた。終末段階では 100に誕

生日プレゼントを作りたしリなど，家族を意識した家庭での実践意欲も見られ

た。これらのことから，家庭科における言語活動や根拠に基づいた体験活動を

充実させることによって，自分の作品がよりよくなったり，相手に喜ばれたり

したことが自己の成長への気付きにつながり，今後の家庭生活においても経験

や知識を生かして生活をよりよくする工夫ができることを実感させることがで

きるということがわかった。

円
可
》

1
14
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W 研究の成果と課題

11 研究の成果

O 家庭科における目指す子ども像に向かうカリキュラム創造の視点を明らかに

することができた。

O 自己の成長を実感できるようにするための視点に基づいた活動を設定するこ

とで，これまでの自分と比較して家庭生活における自分の役割を意識する姿が

見られるようになった。

O 生活を工夫する力だけでなく，家庭科における「関心 ・意欲」と「知識 ・理

解 ・技能」について具体的な目指す姿をカリキュラム上に想定することができた。

O 実際の生活場面で作品を使用し課題を設定させることで， 目的意識をも って

次の活動に取り組む姿が見られた。このことなどから ，体験活動が問題意識を

高める要因となることが分かった。

O 教科だけでなく 他教科との関連や他の教育活動などを含むカリキュラムと

いった広い視野で子どもたちの自己の成長について捉えることにより，教科と

しての位置づけがより明確になった。

12 研究の課題

O 家庭生活において自己の成長を実感するカリキュラム創造の視点は明らかに

なったが，子どもたちがどの程度実感しているかという評価の方法や 2年間の

学習記録の方法について検討する必要がある。

O 根拠に基づいた体験活動をより充実させるために，題材に応じた体験活動の

具体化と ，体験活動場面での子どもの思考の明確化 を一層図る必要がある。
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